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Ⅲ 基準ごとの自己評価 

 

基準１ 高等専門学校の目的 

（１）観点ごとの分析 

観点１－１－①： 高等専門学校の目的が，それぞれの学校の個性や特色に応じて明確に定められ，

その内容が，学校教育法第115条に規定された，高等専門学校一般に求められる

目的に適合するものであるか。また，学科及び専攻科ごとの目的も明確に定めら

れているか。 

（観点に係る状況） 

学校教育法第115条，高等専門学校設置基準第２条２，独立行政法人国立高等専門学校機構法第３

条，同第12条３に沿って，本校の使命を定めている（資料１－１－①－１）。 

本校では,４項目の教育目的を定めている（資料１－１－①－２）。この教育目的をより具体化す

るために，（Ａ）〜（Ｈ）の学習・教育目標を設定している。 

準学士課程では，上記８項目の学習・教育目標を基本として，一般科目及び各学科それぞれの特徴

を反映させた目標としている(資料１－１－①－３)。専攻科では，大学工学教育による技術者とは異

なった視点を持つ「最も得意とする専門技術の知識・能力を持ちながら，関連する他の専門技術や一

般教養の知識・能力を複合した複眼的視野に基づき，人との関わりや自然や社会との共生に配慮した

多次元的なシステム思考のできる技術者」の養成を目的としている。専攻科の学習・教育目標は，

「共生システム工学」教育プログラムの目標と同じである（資料１－１－①－４）。 

「大学設置基準等の一部を改正する省令」の施行に伴い，平成 20 年に，各学科・各専攻における

人材の養成に関する目的を教育上の目的として学則に定めた（資料１－１－①－５，６）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

学校教育法に定められた高等専門学校に求められる目的を実現するために,学校の使命,教育目的,

学習・教育目標を定めている。また,学習・教育目標に沿って一般科目及び各専門学科がそれぞれの

特徴を反映させた目標を定めている。専攻科においては準学士課程をさらに高度化した目標を定めて

いる。また，各学科及び各専攻において，その特色に応じて人材の養成に関する目的を教育上の目的

として明確に定めている。 

以上のことから,本校は高等専門学校一般に求められる目的に適合した学校の使命,教育目的,学習

・教育目標,人材養成に関する目的を学科及び専攻科ごとに明確に定めている。 
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資料１－１－①－１ 

本校の使命 

本校は、教育基本法の精神にのっとり、学校教育法に基づき、深く専門の学芸を教授し、職業に必要な能力を

育成することを目的に、高等教育機関として社会に対して、三つの使命を担う。 

 

（１）教育 

人間味豊かで、創造力があり、いかなる困難にも屈しない強固な意志と厳しい試練にも耐えうる強健な身体

とを持ち、豊かな教養があり、工学についての基礎学力が十分で、実践的技術に優れた人物を養成する。 

（２）研究 

学術研究の発展に寄与するため、地域の企業、自治体や民間組織などと共同研究を進め、研究活動の成果を

教育に還元する。 

（３）地域連携 

地域に根ざした高専という視点から、技術交流や地域の発展に寄与する活動を通じて、教職員・学生参画に

より地域社会との連携を図る。 

（出典 学校要覧） 

資料１－１－①－２ 

教育目的 

本校では豊かな教養と感性を育てると共に，科学技術の進歩に対応した専門の知識・技術を教授し，以下の能

力を備えた技術者を養成することを教育目的にしています。 

１．健康な心身と豊かな人間性 

２．柔軟な問題解決能力 

３．実践的な技術力 

４．豊かな国際性と指導力 

（出典 平成 23 年度学生生活のてびき P.1） 
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資料１－１－①－３ 

学習・教育目標 

機械工学科 

（Ａ）共生に配慮できる豊かな人間性と健康な心身 

豊かな人間性と健康な心身が自然や社会との共生の原点であることを認識し，自らの健康維持と幅広い教

養の醸成に努める技術者 

（Ｂ）国際性と指導力 

人道主義を基礎とした国際交流の経験と国際・地域情勢への高い関心を持ち，地球的視野で共生に配慮し

た思考ができる国際性とたくましい指導力を有する技術者 

（Ｃ）技術者倫理 

この世に｢もの｣を生み出す専門的職業人として，自己の技術行為に確固たる責任を持ち，人々が自然や社

会と共生して安全かつ快適な生活を営めるように努める技術者 

（Ｄ）基礎学力と自主的・継続的学習能力 

数学・自然科学・情報技術及び機械工学の幅広い基礎知識を有し，自己の能力を高め，技術的背景を広げ

るため，自主的・継続的に学習できる技術者 

（Ｅ）コミュニケーション能力 

日本語による効果的な意思疎通（コミュニケーション）能力を高めると共に，英語によるコミュニケーシ

ョンの基礎能力を身につけ，技術者集団の一人として協調的に貢献できる技術者 

（Ｆ）柔軟かつ創造的な設計能力 

実践を重視した｢ものづくり教育｣を基礎に，柔軟かつ創造的な姿勢で基礎的な学識を総合化し，システ

ム，単体機械，機械要素の設計が効果的にできる技術者 

（Ｇ）実践的な問題解決能力 

機械工学的諸問題に対して，基礎的学識や実践的経験などを総合的に用いた解決プロセス（問題探索-基

本原理の適用-モデル構築-ツール選択-結果の評価）を適用できる技術者 

（Ｈ）多次元的なシステム思考 

機械工学を最も得意とする分野とし，かつ広く関連分野の知識を持った複眼的視野に基づき，自然や社会

との共生に配慮した多次元的なシステム思考のできる技術者 

（出典 平成 23 年度学生生活のてびき P.3） 
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資料１－１－①－４ 

専攻科及び「共生システム工学」教育プログラムの学習・教育目標 

（Ａ）共生に配慮できる豊かな人間性と健康な心身 

(A-1) 自然や社会との共生について配慮できる。 

(A-2) 教養を高める努力ができる。 

(A-3) 心身の健康保持の大切さを学び実践できる。 

（Ｂ）国際性と指導力 

(B-1) 複数の外国語と文化について学習し，国際性を養う。 

(B-2) 地球的視野で共生に配慮して異文化への対応ができる。 

(B-3) グループワークに積極的に取り組み，指導力を養う。 

（Ｃ）技術者倫理 

(C-1) 「もの」や「空間」を生み出す専門的職業人として，技術者の責任を認識し，自然や社会に及ぼす技

術の影響について理解できる。 

(C-2) 専門分野の学会の倫理条項について理解し，説明できる。 

（Ｄ）基礎学力と自主的・継続的学習能力 

(D-1) 微分積分学，線形代数学，確率統計，数値解析などの数学および物理，化学，生命科学，地球物理，

環境科学などの自然科学の基礎知識を修得し，それらを用いた問題解決能力を養う。 

(D-2) 設計・システム，情報・論理，材料・バイオ，力学，社会技術などの基礎工学に関する知識と能力を

養う。 

(D-3) 卒業研究や専攻科特別研究を通して，研究・学習状況の把握や記録を習慣づけ，自主的・継続的な学

習能力を養う。 

（Ｅ）コミュニケーション能力 

(E-1) 日本語による適切な文章表現，口頭発表および討論ができる。 

(E-2) 英語による技術論文の読解力，プレゼンテーションの基礎能力を有する。 

(E-3) 日本語による技術論文および英語によるアブストラクトが書ける。 

（Ｆ）柔軟かつ創造的な設計能力 

(F-1) 専門分野の知識や技術を用いて，課題に適応する具体的なシステムを設計できる。 

(F-2) 「ものづくり」を体験的に学習し，柔軟かつ創造的な発想ができる。 

（Ｇ）実践的な問題解決能力 

(G-1) 基礎的な実験技術を修得し，実験結果を種々の方法で解析できる。 

(G-2) インターンシップや専攻科特別研究を通して，理論と実現象との相違や問題点を発見・抽出し，問題

を解決する能力を養う。 

（Ｈ）多次元的なシステム思考 

(H-1) 主専門分野の知識と技術を深く学び，システム思考ができる。 

(H-2) 共通的工学関連分野の幅広い基礎的知識を学習し，多次元的な思考力を養う。 

(H-3) 他の専門分野についても積極的に学習し，複眼的視野を養う。 

（出典 平成 23 年度学生生活のてびき P.7） 

 



明石工業高等専門学校 基準1 

- 8 - 

 

 

 

 

 

 

資料１－１－①－５ 

各学科における人材養成に関する目的 

第 7 条の２ 

（１）機械工学科 

機械をはじめとする「もの」を対象に，その開発，設計，製造など広範囲な開発・技術部門において十分に

対応できる能力を育成するため，機械系の応用力学，材料，生産技術や制御などに関する基礎教育を重点的に

行う。さらに，機械工学実験，設計製図，工作実習，プログラミングなどの実習教育をきめ細かく行うととも

に，応用展開科目や開発研究を適切に教授することにより，新しい技術発展にも柔軟に対応できる創造性豊か

な実践技術者の養成を目的とする。 

（出典 平成 23 年度学生生活のてびき P.67） 

資料１－１－①－６ 

各専攻における人材養成に関する目的 

第 47 条の２ 

（１）機械・電子システム工学専攻 

機械及び電子システムの設計開発に必要な応用工学系基幹科目やより高度な工学知識を教授・研究し，併せ

て応用的な実技・実習を課すことにより，倫理観とコミュニケーション能力を備え，先端的な生産システム

や工業製品の創造開発に貢献できる技術者の養成を目的とする。 

 

（２）建築・都市システム工学専攻 

都市環境及び建築環境を合理的に計画，設計，構築するのに必要な計画学，構造力学，環境工学の分野を教

授・研究し，併せて応用的な実技・実習を課すことにより，倫理観，コミュニケーション能力を備え，創造

力豊かなエンジニアリングデザイン能力を持ったより高度な専門技術者の養成を目的とする。 

（出典 平成 23 年度学生生活のてびき P.71） 
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観点１－２－①： 目的が，学校の構成員（教職員及び学生）に周知されているか。 

（観点に係る状況）  

本校の使命は玄関に掲示している。教育目的，学習・教育目標，及び人材養成に関する目的は，学

生生活のてびきに掲載している（資料１－２－①－１〜３）。 

教員には教員会で説明している。また，各教員は,シラバスの中で学習・教育目標のうち,それぞれ

の担当科目で教えるべき内容について記号で明記するようになっている（資料１－２－①－４）。 

学生に対しては,入学オリエンテーションや学年当初のガイダンスなどで，学生生活のてびきや配

付資料によって，これら教育目的と学習･教育目標等を説明し，周知の徹底を図っている。準学士課

程（第４学年以上）及び専攻科課程の学生は，前・後期ごとに教育目的と学習・教育目標の達成度を

自己評価している（資料１－２－①－５）。学生は自己評価の結果を次期以降の目標設定及び学習方

法の改善に反映させている。 

専攻科・JABEE委員会は,教職員や学生を対象にアンケート調査を行い，目的の周知度を調査してい

る（資料１－２－①－６）。教職員を対象とした調査については，結果を教員会で報告し，フィード

バックも行っている（資料１－２－①－７）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

全教職員及び全学生に対して，学生生活のてびき等により目的の周知を図っている。また,教員は

それぞれの担当科目における学習・教育目標についてシラバスに明記するように義務づけられている。

学生は,教育目的及び学習・教育目標について前・後期ごとに達成度を自己評価している。学生及び

教職員を対象とした周知度の調査結果から,少なくとも過半数以上の構成員に目的が周知されている。 

以上のことから，本校では目的が学校の構成員（教職員及び学生）に周知されている。 
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資料１－２－①－１ 

教育目的の周知 

 

（出典 学生生活のてびき P.１） 
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資料１－２－①－２ 

学習・教育目標の周知 

 

（出典 学生生活のてびき P.３） 



明石工業高等専門学校 基準1 

- 12 - 

 

 

 

資料１－２－①－３ 

人材養成に関する目的の周知 

 
（出典 学生生活のてびき P.67） 

 

 

（出典 学生生活のてびき P.68） 

 

 

（出典 学生生活のてびき P.71） 
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資料１－２－①－４ 

シラバス 

 

（出典 平成 23 年度シラバス） 

 

資料１－２－①－５ 

学生による学習目標の達成度評価結果 

平成21年度　学生による学習目標の達成度評価結果

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

(A)共生に配慮できる豊かな人間性と健康な心身 1.56 1.59 1.55 1.61 1.38 1.78 1.64 1.72
(B)国際性と指導力 1.28 1.35 1.31 1.38 1.47 1.48 1.46 1.47
(C)技術者倫理 1.15 1.30 1.33 1.46 1.51 1.72 1.58 1.79
(D)基礎学力と自主的・継続的学習能力 1.41 1.50 1.45 1.53 1.40 1.52 1.70 1.66
(E)コミュニケーション能力 1.06 1.25 1.34 1.40 1.45 1.53 1.34 1.51
(F)柔軟かつ創造的な設計能力 1.37 1.42 1.39 1.52 1.55 1.72 1.58 1.75
(G)実践的な問題解決能力 1.34 1.46 1.46 1.56 1.46 1.65 1.58 1.66
(H)多次元的なシステム思考 1.33 1.41 1.40 1.52 1.51 1.68 1.61 1.72

評価点：十分達成できた（2点）、普通（1点）、達成できなかった（0点）

学習目標

準学士課程 専攻科課程

第4学年 第5学年 第1学年 第2学年

 

（出典 自己点検・評価報告書 P.96） 
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資料１－２－①－６ 

  教育目的と学習・教育目標の周知度（％） 2010 年度（５月)     

  
４つの教育目的 

一般科目および各自の専門学科の 

学習・教育目標 

共生システム工学の 

学習・教育目標 

5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

学

科 

1 学年 1.9 23.9 23.4 44.9 5.9 1.2 22.2 30.8 40.7 5.1          

2 学年 1.8 19.1 20.4 33.7 25.1 3.0 18.5 23.7 34.7 20.1           

3 学年 3.9 10.1 26.9 37.2 21.9 2.8 13.9 22.5 41.4 19.5           

4 学年 3.6 15.1 45.8 25.9 9.6 4.8 13.9 43.4 28.9 9.0 7.2 18.1 63.3 8.4 2.4 

5 学年 6.5 13.6 26.0 32.5 21.4 6.5 13.0 30.5 33.8 16.2 7.9 9.3 41.1 25.2 16.6 

平均 3.5 16.3 28.5 34.9 16.8 3.7 16.3 30.2 35.9 14.0 7.6 13.9 52.8 16.5 9.2 

専

攻

科 

1 学年 0.0 35.5 32.3 32.3 0.0           17.2 41.4 27.6 13.8 0.0 

2 学年 0.0 36.0 36.0 28.0 0.0           0.0 56.0 40.0 4.0 0.0 

平均 0.0 35.0 35.4 29.6 0.0           9.3 48.1 33.3 9.3 0.0 

学生平均 4.3 17.6 35.9 29.3 13.0 3.7 16.3 30.2 35.9 14.0 7.8  18.9 50.0 15.4 7.8  

3 以上の割合 57.7 50.1 76.8 

                 

（注 1）周知度の度 1：全く知らない 2：見たことがある  3：説明を受けたことがある   

   4：大体知っている  5：よく理解している       

 (出典 専攻科・JABEE 委員会作成資料） 

資料１－２－①－７ 

 

（出典 2010 年 10 月教員会配布資料） 
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観点１－２－②： 目的が，社会に広く公表されているか。 

（観点に係る状況）  

本校の使命，教育目的，学習・教育目標，及び人材養成に関する目的は，学校要覧及びホームペー

ジで公表している。（資料１－２－②－１〜５）。学校要覧等の資料は，中学校，卒業生や修了生の

進路先（企業・自治体，大学・大学院）等に広く配付されている（資料１－２－②－６）。 

就職先企業および卒業生，修了生にアンケートを実施するなど,本校の教育課程編成等の改善のた

めの取組を継続的に行っている（資料１－２－②－７）。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

本校ホームページに，本校の使命，教育目的，学習・教育目標，人材養成に関する目的,養成する

技術者像をすべて掲載している。また，中学校や進路先の企業・自治体・大学・大学院にはそれらを

記載した学校要覧を配付している。就職先企業等に対するアンケート調査とその検討を継続的に行っ

ている。 

以上のことから，本校の目的が，社会に対して広く公表されている。 

 

 

 

 

 

資料１－２－②－１ 

使命の公表 

 

（出典 本校ホームページ） 
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資料１－２－②－２ 

教育目的の公表 

 
（出典 本校ホームページ） 

資料１－２－②－３ 

学習・教育目標の公表 

 

（出典 本校ホームページ） 
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資料１－２－②－４ 

人材養成に関する目的の公表 

 

（出典 本校ホームページ） 

 

資料１－２－②－５ 

養成する人物像の公表（専攻科） 

 

（出典 本校ホームページ） 
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資料１－２－②－７ 

進路先および卒業生修了生アンケート結果 

  教育目的の反映度合 （人） 

対象者 教育目的 

明石高専の授業やカリキュラムへの反映度合 

反映されて

いる 

どちらかといえば 

反映されている 

どちらともい

えない 

どちらかといえば 

反映されていない 

反映されて

いない 

卒業生 

健康な心身と豊かな人間性 21 56 47 16 4 

柔軟な問題解決能力 25 73 43 3 0 

実践的な技術力 59 59 20 6 0 

国際性と指導力 4 30 61 41 8 

企業 

健康な心身と豊かな人間性 14 17 9 1 0 

柔軟な問題解決能力 4 26 7 3 1 

実践的な技術力 4 24 10 2 1 

国際性と指導力 0 9 27 4 1 

（出典 自己点検・評価報告書 P.110 ） 

資料１－２－②－６ 

学則第１
条

教育方針 地域貢献

学校要覧 ○ ○ △ ○
全教職員

中学校・進路先

学生生活のてびき ○ ○ ○ ○
全教職員
全学生

専攻科・共生シス
テム工学の手引き

△ ○
全教職員

専攻科学生

シラバス
本校ホームページ

○ ○ ○

明石高専
中期計画

○ 全教職員

テクノセンター概
要

本校ホームページ

○

本校ホームページ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

△：専攻科及び共生システム工学の学習・教育目標のみを掲載

資料
使命

使命や教育目的等の掲載状況と資料の配布先

教育目的
学習・教育

目標
養成する
人物像

配布先
人材養成
に関する

目的

 

（出典 事務資料等から作成） 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

・準学士課程の一般科目と各学科，専攻科課程のそれぞれにおいて，８項目の学習・教育目標を明確

に定めている。 

・目的の周知のために，それらを各種の印刷物に掲載し，全教職員及び該当学生に配布している。ま

た，本校ホームページを通じて社会に広く公表している。 

・目的に関するアンケートを実施し，その結果を分析・検討することで，教育課程編成等の改善に役

立てている。 

 

（改善を要する点）  

該当なし 

 

 

（３）基準１の自己評価の概要 

学校教育法に定められた高等専門学校に求められる目的を実現するために,学校の使命,教育目的,

学習・教育目標を定めている。また,これらを基本として一般科目及び各専門学科がそれぞれの特徴

を反映させた目標を定めている。専攻科においては準学士課程をさらに高度化した目標を定めている。

また，各学科及び各専攻において，その特色に応じて人材養成に関する目的を明確に定めている。 

全教職員及び全学生に対して，学生生活のてびき等により目的の周知を図っている。また,教員は

それぞれの担当科目における学習・教育目標についてシラバスに明記するように義務づけられている。

学生は,教育目的及び学習・教育目標について，前・後期ごとに達成度を自己評価している。卒業生

・修了生や進路先に目的・目標の教育活動への反映度についてのアンケート調査を実施するなど,そ

の達成のための教育が行われているかを点検している。 

本校の使命，教育目的，学習・教育目標，人材養成に関する目的,養成する技術者像を広く社会に

公表するために，本校ホームページに掲載し，学校要覧等を中学校や進路先の企業・自治体・大学・

大学院に配付している。 

 


